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1) 一次設計時の検討

柱　 Ｈ－３９０×３００×１０×１６　　　　材種　ＳＳ４００　　　Ｚ＝１８２４ ㎝3

断面欠損による断面性能
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フレーム設計応力 (応力図より地震時応力より積雪時の方が大きい)について検討する。

長期応力　（　積雪時応力　）
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継手部の応力
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断面の検討　（検討する応力が最大応力に対してかなり小さいので積雪時の曲げに対する検討のみを行う。）
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